























培訓班）を設置し、中国全土 37大学の日本語教師約 600人全員に対する研修を、5年間（毎期 1



































修士コースには、1985年から 2005年までの 20年間（20期）に 415人が入学し、2005年 7月
現在 329人（18期まで）が学位を取得している。修了生の多くが中国国内の大学の日本語学部
・学科に就職し、中国の日本研究および日本語教育を支える人材となっている（4）。





1985年から 1995年までの 10年間は、「大平学校」と同様の 1年コース（訪日研修 1ヵ月を含
む）で毎年 30人が参加したが、1996年から 2000年までの５年間は、半年コース（同上）、参加
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